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2

令
和
８
年
第
25
回
通
常
総
代
会
が
、

３
月
27
日
㈮
午
後
２
時
よ
り
、
長
野
市

長
野
県
自
治
会
館
に
お
い
て
総
代
１
７

３
名
（
本
人
62
名
、
書
面
議
決
１
１
１

名
）の
出
席
を
頂
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
、
長
野
地
域
振
興
局
局
長
代

理
林
務
課
栩
秋
課
長
様
、
北
信
森
林
管

理
署
署
長
代
理
軒
端
次
長
様
、
長
野
森

林
組
合
振
興
協
議
会
会
長
代
理
産
業
振

興
課
宮
﨑
課
長
様
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
戴

し
、
議
長
に
は
、
長
野
市
芋
井
地
区
総

代
の
大
日
方
長
夫
氏
を
選
出
し
、
12
議

案
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

当
組
合
で
も
主
た
る
事
業
と
し
て
森

林
整
備
を
推
進
す
る
た
め
に
、
森
林
経

営
計
画
樹
立
に
力
を
注
ぎ
、
本
年
度
末

ま
で
に
30
団
地
７
，
５
６
５
ha
の
樹
立

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
計
画
地
の
実

行
に
当
た
っ
て
は
、
行
政
の
補
助
金
の

配
分
予
算
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
も
あ
り
、

当
初
計
画
の
77
％
と
い
う
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
素
材
生
産
量
は
目
標

の
４
０
，
０
０
０
㎥
を
達
成
し
４
０
，

３
８
２
㎥
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

受
託
森
林
整
備
事
業
で
は
、
全
体
で
１

９
９
ha
の
実
施
が
で
き
ま
し
た
。

◎
令
和
７
年
度
退
任
役
員
感
謝
状
贈
呈
者

理　
事�

和
　
田
　
　
　
智

（
長
野　
Ｈ
23
・
３
～
Ｒ
８
・
３
）

理　
事�

北
　
島
　
正
　
孝

（
長
野　
Ｒ
５
・
３
～
Ｒ
８
・
３
）

理　
事　

�

藤
　
沢
　
　
　
勉

（
須
高　
Ｒ
２
・
３
～
Ｒ
８
・
３
）

理　
事　

�

杉
　
本
　
一
　
三

（
更
埴　
Ｈ
29
・
３
～
Ｒ
８
・
３
）

理　
事　

�

宮
　
原
　
正
　
木

（
更
埴　
Ｒ
５
・
３
～
Ｒ
８
・
３
）

理　
事　

�

塚
　
田
　
正
　
平

（
更
埴　
Ｒ
２
・
３
～
Ｒ
８
・
３
）

理　
事　

�

戸
矢
崎
　
光
　
男

（
西
山　
Ｈ
29
・
３
～
Ｒ
８
・
３
）

理　
事　

�

荒
　
井
　
博
　
文

（
北
部　
監
事　
Ｈ
29
・
３
～
Ｒ
２
・
３

　
理
事　
Ｒ
２
・
３
～
Ｒ
８
・
３
）

理　
事　

�

金
　
井
　
達
　
也

（
北
部　
Ｈ
26
・
３
～
Ｒ
８
・
３
）

監　
事　

�

小
　
林
　
計
　
正

（
長
野　
Ｈ
26
・
３
～
Ｒ
８
・
３
）

監　
事　

�

小
　
林
　
定
　
良

（
更
埴　
Ｒ
５
・
３
～
Ｒ
８
・
３
）

◎
令
和
７
年
度
永
年
勤
続
表
彰
者

20
年
以
上
一
般
職
員　

　
更
埴
支
所
長�

北
　
島
　
佑
　
治

20
年
以
上
技
能
職
員　

　
長
野
支
所�

田
　
中
　
　
　
徹

10
年
以
上
技
能
職
員　

　
北
部
支
所�

原
　
山
　
英
　
人

◎
全
国
森
林
組
合
連
合
会
長
表
彰

更
埴
支
所
長�

北
　
島
　
佑
　
治

西
山
事
業
所
技
能
職
員�

丸
　
山
　
勇
　
吉

第
25
回
通
常
総
代
会
開
催

さ
て
、
本
年
度
の
経
営
状
況
で
す
が
、

総
取
扱
高
が
計
画
の
１
１
６
％
の
１
，

４
７
５
，
３
４
０
千
円
、
経
営
の
基
本

と
す
る
事
業
利
益
で
は
２
５
，
３
０
３

千
円
と
な
り
経
常
利
益
３
４
，
９
１
７

千
円
の
黒
字
で
締
め
く
く
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
組
合
員

皆
様
の
ご
協
力
と
関
係
機
関
の
ご
指
導

の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

議
事
終
了
後
、
退
任
役
員
感
謝
状
贈

呈
と
永
年
勤
続
職
員
へ
の
表
彰
状
の
授

与
・
全
国
森
林
組
合
連
合
会
会
長
表
彰

の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を

代
表
し
て
退
任
さ
れ
る
役
員
の
金
井
達

也
副
組
合
長
理
事
よ
り
謝
辞
を
頂
き
、

杉
本
総
務
専
門
委
員
会
委
員
長
の
言
葉

で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

退任役員感謝状贈呈

議長　長野市芋井地区総代
大日方　長夫 様

全議案可決決定されました

JForest森林組合綱領唱和

木材の取扱量（㎥）木材の取扱量（㎥） 森林森林
整備整備 地拵地拵 新植新植 下刈下刈 除伐除伐

保　育保　育
間伐Ⅰ間伐Ⅰ 間伐間伐

搬出搬出
間伐間伐

獣害獣害
防除防除

そのその
他他 計計

販売事業 2,442 受託 10 10 55 － － 12 111 － － 198
林産事業 16,374 請負 49 60 107 11 19 － － 30 7 283
受託林産事業 13,816 治山 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2
林産請負事業 10,192 合計 59 70 162 11 19 13 111 30 8 483
加工事業 878（オガ粉 504㎥含む） 作業道開設・作業路開設延長� 12,063ｍ
合　計 43,702

令和７年度　取扱実績 （単位：ha）

令和７年度　損益計算書・令和８年度　損益計画 （単位：千円）
令和７年度実績令和７年度実績 事 業 区 分事 業 区 分 令和８年度計画令和８年度計画

取 扱 高取 扱 高 損　　益損　　益 損　　益損　　益 取 扱 高取 扱 高
11,064 △ 2,159 指 導 △ 2,429 10,500
662,324 110,540 販 売 109,388 524,163
29,917 △ 2,184 加 工 △ 4,725 －
326,928 33,625 森 林 整 備 37,245 355,100
406,132 110,065 利 用 103,604 350,605
38,976 6,850 購 買 5,488 29,835

0 0 金 融 － －
1,475,341 256,737 合 計 248,571 1,270,203

　 231,433 事 業 管 理 費 242,753 　
　 25,303 事 業 利 益 5,818 　
　 9,613 事 業 外 損 益 840 　
　 34,917 経 常 利 益 6,658 　
　 237 特 別 損 益 △ 2,500 　
　 12,131 法人税·住民税·事業税 2,681 　
　 23,023 当 期 剰 余 金 1,477 　

※百の位を四捨五入して表示してあり、その影響で若干数字が総代会資料と異なる箇
所があります。
※取扱高には、受託事業を含みます。
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こ
の
度
第
25
回
通
常

総
代
会
に
お
き
ま
し
て
、

学
識
経
験
理
事
の
選
任
に

ご
承
認
い
た
だ
き
、
第
１

回
理
事
会
に
お
い
て
組
合

長
に
ご
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。

大
変
な
重
責
を
担
う
こ
と

と
な
り
気
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

前
組
合
長
の
和
田
智
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

長
年
に
亘
り
当
組
合
の
発
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
林
業
、
木
材
製
造
業
界
は
コ
ロ
ナ
禍
で

発
生
し
た
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
好
況
も
あ
り
ま

し
た
が
、
長
続
き
せ
ず
先
行
不
透
明
な
状
況
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
戦
後
造
成
さ
れ
た
人
工
林
が
本
格

的
な
利
用
期
を
迎
え
、「
伐
っ
て　

使
っ
て　

植
え

て　
育
て
る
」
と
い
う
循
環
を
し
っ
か
り
と
次
世
代

に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
近
年
発
生
し
て
い
る
大
規
模
な
山
林
火

災
や
線
状
降
水
帯
に
よ
る
集
中
豪
雨
等
の
度
重
な
る

災
害
に
よ
り
、
山
腹
崩
壊
を
引
き
起
こ
す
な
ど
を
踏

ま
え
、災
害
に
強
い
健
全
な
森
林
づ
く
り
を
推
進
し
、

森
林
の
持
つ
多
様
な
機
能
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
防

就
任
の
ご
挨
拶

　
　
代
表
理
事
組
合
長�

寺
　
澤
　
泰
　
昭

止
、
国
土
保
全
な
ど
の
課
題
解
決
に
結
び
付
け
て
い

く
こ
と
が
重
要
な
こ
と
と
考
え
ま
す
。

林
業
施
策
で
は
、
森
林
所
有
者
に
代
わ
り
森
林

経
営
を
市
町
村
が
担
う
「
森
林
経
営
管
理
制
度
」
の

開
始
か
ら
５
年
が
過
ぎ
、
更
に
集
積
・
集
約
化
を
進

め
る
た
め
の
見
直
し
や
、
長
野
県
で
は
、
県
産
材
利

用
推
進
の
た
め
に
「
信
州
の
豊
か
な
森
林
と
環
境
を

守
る
県
産
材
利
用
促
進
条
例
」
が
令
和
７
年
３
月
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
森
林
組
合
が
果
た
す
役
割

は
地
域
林
業
の
担
い
手
と
し
て
責
任
を
も
っ
て
地
域

の
森
林
整
備
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
森
林
の
実
情
を
踏
ま
え
、

「
保
育
・
生
産
間
伐
」
や
今
後
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
「
主
伐
再
造
林
」
が
事
業
の
主
体
と
し

て
進
め
、
組
合
員
へ
の
還
元
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
還
元
す
る
に
は
、
木
材
利
用
に
よ
る

木
材
価
格
の
上
昇
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
県
の
条
例
を
追
い
風
に
木
材
利
用
に
つ
い
て

も
更
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

組
合
員
の
所
有
森
林
を
守
り
育
て
る
こ
と
と
、

利
益
を
上
げ
て
組
合
員
へ
の
還
元
の
た
め
に
、
組
合

を
担
う
職
員
体
制
の
強
化
を
図
り
、
森
林
整
備
の
技

術
の
向
上
と
組
合
の
安
定
経
営
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
組
合
員
各
位
の
ご
指
導
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

こ
の
度
、
副
組
合
長

理
事
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
長
野
地
区
篠
ノ
井
信
里

よ
り
選
出
の
塚
田
で
ご
ざ

い
ま
す
。
元
よ
り
浅
学
で

あ
り
こ
の
よ
う
な
重
責
を

担
う
こ
と
と
な
り
、
気
の

引
き
締
る
思
い
で
す
。

さ
て
林
業
を
め
ぐ
る
環
境
は
中
東
紛
争
に
よ
る

燃
料
の
高
騰
や
ナ
フ
サ
不
足
に
よ
る
関
連
品
目
の
不

足
を
は
じ
め
と
し
て
木
材
価
格
の
低
迷
や
森
林
所
有

者
の
高
齢
化
に
伴
う
世
代
交
代
の
課
題
や
中
山
間
地

域
の
急
激
な
過
疎
化
等
に
よ
り
今
後
の
森
林
の
継
続

副
組
合
長
理
事
就
任
に
あ
た
り

　
副
組
合
長
理
事
　
塚
　
田
　
恭
　
市

的
な
管
理
体
制
の
構
築
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
戦
後
に
造
成
さ
れ
た
人
工
林
が

本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
る
今
、
わ
が
森
林
組
合
が

販
売
を
拡
大
し
組
合
員
の
所
得
増
大
に
取
り
組
み
強

化
し
て
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
る
」
森
林
整

備
の
循
環
利
用
を
進
め
る
べ
き
時
期
で
す
。
ま
た
、

森
林
の
も
つ
経
済
的
利
益
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
「
美

し
き
日
本
の
国
土
を
災
害
か
ら
守
る
」
環
境
へ
の
貢

献
も
多
大
で
あ
り
ま
す
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
な

が
ら
地
域
の
事
業
主
体
と
し
て
の
森
林
組
合
は
、
今

ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
と
能
力
を
発
揮
し
て
組
合
員

及
び
地
域
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
事
業
を
遂
行
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
に
微
力
な
が
ら
寺

澤
組
合
長
の
ご
指
示
の
も
と
組
合
の
発
展
に
寄
与
で

き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
組
合
員
各
位
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

私
こ
と
、
過
日
開
催
さ
れ
た
第
25
回
通
常
総

代
会
を
最
後
に
代
表
理
事
組
合
長
を
退
任
致
し
ま

し
た
。
顧
み
ま
す
と
、
平
成
23
年
に
理
事
に
就
任

以
来
、
令
和
５
年
４
月
に
代
表
理
事
組
合
長
を
拝

命
し
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
間
、

組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
機
関
等
、
長
野
森

林
組
合
に
関
わ
る
全
て
の
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご

指
導
を
い
た
だ
き
無
事
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
事
に
対
し
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
林
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な
変
化
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

先
人
が
大
変
な
努
力
に
よ
っ
て
育
て
て
き
た
森
林
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎

え
る
中
で
、
皆
伐
再
造
林
等
そ
の
整
備
促
進
と
木
材
の
循
環
利
用
に
注
力
す

る
事
は
も
と
よ
り
、
国
土
強
靭
化
や
環
境
問
題
へ
の
貢
献
を
は
じ
め
と
し
た

公
益
的
機
能
の
保
全
活
用
に
対
し
、
林
業
事
業
体
と
し
て
そ
の
責
任
を
充
分

に
果
た
し
な
が
ら
将
来
へ
繋
い
で
い
く
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
様
な
環
境
変
化
の
中
、
新
た
に
代
表
理
事
組
合
長
に
就
任
さ
れ
た

寺
澤
泰
昭
氏
は
、
前
任
は
専
務
理
事
と
し
て
活
躍
し
た
御
仁
で
、
長
野
森
林

組
合
の
事
業
運
営
を
熟
知
し
た
最
良
か
つ
最
適
な
人
物
で
あ
り
ま
す
。
必
ず

や
組
合
運
営
に
手
腕
を
発
揮
さ
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
寺

澤
新
組
合
長
へ
の
ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
組
合
員
各
位
の
ご
健
勝
と
長
野
森
林
組
合
の
益
々
の
発
展

を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

退
任
の
ご
挨
拶　

前
代
表
理
事
組
合
長
　
和
　
田
　
　
　
智

⃝新役員執行体制⃝
◎:地区担当理事

地　　　区 役職名及び専門委員会 氏　　名
学識経験理事 代表理事組合長 寺澤　泰昭
長野地区理事 副組合長理事 塚田　恭市

長野地区理事

総� 務 （副）  ◎ 瀧澤　　肇
森林づくり推進 （正） 松田　光久
営業企画・業務 馬場　秀明
森林づくり推進 山岸　茂治
営業企画・業務 村井　一雄

長野地区理事
（鬼無里地区） 営業企画・業務 （正） ◎ 宮下　一宏

須高地区理事
総� 務 （正）  ◎ 竹前　清孝
営業企画・業務 （副） 中澤　正直
森林づくり推進 山嵜　賢郎

更埴地区理事
総 　 　 務 ◎ 宮川　榮規
森林づくり推進 小宮山定彦
営業企画・業務 坂田　　博

西山地区理事
総 　 　 務 ◎ 小泉　栄正
森林づくり推進 （副） 平林富一郎
森林づくり推進 小林　繁久
営業企画・業務 想田　明秀

北部地区理事
総 　 　 務 ◎ 高橋　吉人
営業企画・業務 和田　一成
森林づくり推進 靜谷　一男

長 野 地 区 代 表 監 事 有澤二三明
西 山 地 区 監 　 　 事 松本　英則
須 高 地 区 監 　 　 事 矢島　清史
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「
経
営
理
念
」
〇
協
同
の
力
を
発
揮
し
、
組
合
の
安
定
経
営
に
よ
り
利
益
向
上
を
図
り
、

組
合
員
へ
の
還
元
に
努
め
ま
す
。

「
経
営
方
針
」
〇
常
に
組
合
員
の
た
め
の
組
合
と
し
て
組
合
員
か
ら
の
信
頼
の
あ
る
組

合
経
営
を
進
め
、
循
環
型
林
業
を
構
築
す
る
た
め
に
森
林
資
源
の
有

効
利
用
と
森
林
の
保
育
、
木
材
生
産
を
計
画
的
に
実
行
し
、
確
実
な

利
益
確
保
と
健
全
経
営
に
努
め
ま
す
。

「
行
動
方
針
」
〇
将
来
に
引
き
継
ぐ
森
林
を
育
て
、
公
益
的
機
能
と
木
材
生
産
を
向
上

さ
せ
る
森
林
組
合
を
目
指
し
ま
す
。

長
野
森
林
組
合　
令
和
８
年
度
重
点
項
目

第
１
回
監
事
会

　

開
催
日　

令
和
８
年
３
月
30
日
㈪

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

代
表
監
事
の
選
出
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

監
事
の
各
人
別
報
酬
額
の
決

定
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

令
和
８
年
度
監
査
会
等
の
計

画
（
案
）
に
つ
い
て

監
事
会
開
催

第
４
回
理
事
会

開
催
日　

令
和
７
年
12
月
12
日
㈮

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

第
３
四
半
期
の
事
業
報
告
及

び
11
月
末
の
事
業
進
捗
状
況

と
年
度
末
見
込
み
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

役
員
の
改
選
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

役
員
の
改
選
に
伴
う
学
識
経

験
理
事
の
設
置
と
人
数
に
つ

い
て

第
５
号
議
案　

職
員
の
年
末
賞
与
の
支
給
に

つ
い
て

追
加
議
案　

長
野
県
に
よ
る
森
林
組
合
常

例
検
査
の
検
査
指
示
書
に
つ

い
て

《
報
告
事
項
》

第
１
号　

各
専
門
委
員
会
か
ら
の
報
告
に
つ

い
て

第
２
号　

組
合
員
名
簿
管
理
の
た
め
の
整
理

に
伴
う
来
年
度
除
名
組
合
員
名
簿

の
予
備
決
定
に
つ
い
て

第
３
号　

労
働
安
全
衛
生
に
つ
い
て

第
４
号　

組
合
契
約
規
程
に
伴
う
入
札
参
加

資
格
者
名
簿
に
つ
い
て

第
５
号　

令
和
８
年
度
高
性
能
林
業
機
械
導

入
推
進
事
業
の
要
望
調
査
に
つ
い

て

第
６
号　

長
野
市
上
ケ
屋
Ｒ
４
団
地
作
業
路

補
償
の
報
告
に
つ
い
て

第
７
号　

事
業
発
注
業
者
の
自
己
破
産
債
権

の
報
告
に
つ
い
て

第
８
号　

そ
の
他

　

�

　

第
５
回
理
事
会　

開
催
日　

令
和
８
年
３
月
３
日
㈫

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

令
和
７
年
度
資
産
査
定
結
果

及
び
貸
倒
引
当
金
（
案
）
に

つ
い
て

第
２
号
議
案　

令
和
７
年
度
決
算
及
び
剰
余

金
処
分
（
案
）
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

令
和
８
年
度
役
員
報
酬（
案
） 

に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

令
和
８
年
度
事
業
計
画（
案
） 

に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

役
員
退
任
慰
労
金
及
び
感
謝

状
の
贈
呈
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
７
号
議
案　

第
25
回
通
常
総
代
会
の
招
集

及
び
総
代
会
に
附
議
す
る
事

項
に
つ
い
て

第
８
号
議
案　

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

追
加
議
案　

組
合
員
の
退
会
に
つ
い
て

《
承
認
議
案
》

第
１
号
議
案　

理
事
と
の
利
益
相
反
契
約
に

つ
い
て

《
報
告
事
項
》

第
１
号　

決
算
監
査
の
報
告
に
つ
い
て

第
２
号　

各
専
門
委
員
会
か
ら
の
報
告
に
つ

い
て

第
３
号　

役
員
推
薦
会
議
開
催
の
報
告
に
つ

い
て

第
４
号　

実
践
的
能
力
を
有
す
る
理
事
の
推

薦
に
つ
い
て

第
５
号　

林
業
笠
原
造
園
㈱
の
株
式
に
つ
い

て

第
６
号　

組
合
員
の
加
入
・
脱
退
の
報
告
に

つ
い
て

第
７
号　

労
働
安
全
衛
生
に
つ
い
て

第
８
号　

長
野
市
上
ケ
屋
Ｒ
４
団
地
作
業
路

補
償
の
報
告
に
つ
い
て

第
９
号　

事
業
発
注
業
者
の
自
己
破
産
債
権

の
報
告
に
つ
い
て

第
10
号　

決
算
賞
与
の
支
給
状
況
の
報
告
に

つ
い
て

第
11
号　

そ
の
他

　

�

　

第
１
回
理
事
会

開
催
日　

令
和
８
年
３
月
30
日
㈪

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

仮
議
席
の
指
定
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

組
合
長
理
事
ほ
か
の
選
任
に

つ
い
て

第
３
号
議
案　

代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

実
践
的
理
事
の
選
任
に
つ
い

て

第
５
号
議
案　

議
席
の
決
定
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

地
区
担
当
理
事
及
び
各
専
門

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て

第
７
号
議
案　

理
事
の
各
人
別
報
酬
額
の
決

定
に
つ
い
て

第
８
号
議
案　

組
合
加
入
金
の
額
の
決
定
に

つ
い
て

第
９
号
議
案　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

《
報
告
事
項
》

第
１
号　

役
員
の
視
察
研
修
に
つ
い
て

第
２
号　

労
働
安
全
衛
生
に
つ
い
て

第
３
号　

長
野
市
上
ケ
屋
Ｒ
４
団
地
作
業
路

補
償
の
報
告
に
つ
い
て

第
４
号　

事
業
発
注
業
者
の
自
己
破
産
債
権

の
報
告
に
つ
い
て

理
事
会
開
催
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４
月
26
日
㈰
に
長
野
市
城
山
公
園
に
て
な

が
の
緑
花
ま
つ
り
２
０
２
６
が
開
催
さ
れ
、

長
野
森
林
組
合
も
出
展
い
た
し
ま
し
た
。
組

合
で
は
、
き
の
こ
の
種
駒
打
ち
や
薪
割
り
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
北
部
支
所
の
梅
本
技
師
に

よ
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
実
演
、
木
製

舗
装
駐
車
場
の
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

駒
打
ち
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
原

木
に
ド
リ
ル
で
穴
を
空
け
、
し
い
た
け
の
種

駒
を
打
つ
の
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
つ
く
っ
た
原
木
か
ら
キ
ノ
コ
が
出
る
の
を
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
コ
ー
ナ
ー
も
、
実
演
中

は
多
く
の
皆
さ
ん
が
足
を
止
め
て
作
業
を
見
学
さ
れ
て
お
り
、
作
業
終
了
後
も
完
成

し
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
て
い
る
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

今
後
も
こ
の

よ
う
な
機
会
を

通
し
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
森

林
整
備
や
木
材

利
用
に
つ
い

て
、
よ
り
関
心

を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
Ｐ

Ｒ
活
動
を
し
て

参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

⃝

な
が
の
緑
花
ま
つ
り
２
０
２
６�

【
長
野
支
所
】

チェーンソーアートの実演

駒
打
ち
体
験
コ
ー
ナ
ー

薪
割
り
体
験
コ
ー
ナ
ー

と
い
う
演
題
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
と
て
も
有
意
義
な
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

組
合
で
は
、「
ゼ
ロ
災
害
」
を
目
指

し
て
本
年
度
も
「
安
全
第
一
」
で
事
業

を
推
進
い
た
し
ま
す
。

4
月
10
日
㈮
に
武
井
神
社（
長
野

市
）
に
お
い
て
本
年
度
の
安
全
祈
願
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
引
き
続
き
長
野
県
自
治
会
館

（
長
野
市
）
に
て
、
職
員
全
員
参
加
に

よ
る
安
全
衛
生
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。今

年
は
、
安
全
衛
生
推
進
委
員
が
選

ぶ
優
良
班
の
表
彰
が
行
わ
れ
そ
の
後
、

新
規
採
用
職
員
の
紹
介
と
各
支
所
の
令

和
８
年
度
の
安
全
衛
生
推
進
委
員
の
紹

介
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
林
業
・
木
材
製
造
業
労

働
災
害
防
止
協
会　
長
野
県
支
部　
事

務
局
長　
田
中　
裕
二
郎
様　
を
講
師

に
お
招
き
し
、「
林
業
労
働
安
全
衛
生

関
係
法
令
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
」

令
和
８
年
度

安
全
衛
生
推
進
委
員
名
簿

◎
任
期
：
令
和
８
年
４
月
１
日

～
令
和
９
年
３
月
31
日

支
所
名
等

氏
　
　
　
　
名

長

野

徳　
竹　
正　
樹

須

高

松　
本　
丈　
明

更

埴

髙　
橋　
裕　
二

北

部

堺　
　
　
悠　
輔

安
全
祈
願
祭　
安
全
衛
生
研
修
会
開
催�

【
本
所
】

安
全
祈
願
祭
で
の
寺
澤

組
合
長
の
あ
い
さ
つ

無
事
故
に
な
る
よ
う
に

安
全
祈
願

安全衛生研修会
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「
皆
伐（
更
新
伐
）

再
造
林
の
す
す
め
」

次
世
代

次
世
代
へ
つ
な

へ
つ
な
げげ
!!!!

シ
リ
ー
ズ

⑩

須
高
支
所
　
一
般
職
員

�

立
　
岡
　
陽
　
大

４
月
１
日
付
で
採

用
と
な
り
、
須
高
支

所
に
配
属
と
な
り
ま

し
た
、
タ
ツ
オ
カ
ヒ

ナ
タ
と
申
し
ま
す
。

タ
チ
オ
カ
、
タ
テ
オ

カ
と
も
読
め
ま
す

が
、
タ
ツ
オ
カ
と
読
み
ま
す
の
で
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

大
学
時
代
は
植
物
病
理
学
を
学
び
、
ナ
ラ

枯
れ
に
つ
い
て
の
研
究
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
入
学
当
初
は
農
業
に
興
味
が
あ
り
ま
し

た
が
、
研
究
室
に
配
属
後
森
林
に
つ
い
て
関

心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
地
元
で
あ
る
長
野
の
自
然
豊
か
な
風

景
が
好
き
で
、
自
分
も
森
林
に
関
わ
る
仕
事

が
し
た
い
と
考
え
、
就
職
活
動
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
長
野
森
林
組
合
に
ご

縁
を
い
た
だ
き
入
組
い
た
し
ま
し
た
。

知
識
不
足
な
面
も
あ
り
多
く
の
ご
指
導
を

受
け
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

更
埴
支
所
　
一
般
職
員

�

小
　
松
　
恵
　
大

４
月
１
日
付
で
採

用
と
な
り
、
更
埴
支

所
に
配
属
さ
れ
ま
し

た
小
松
恵
大
（
こ
ま

つ　

け
い
た
）
と
申

し
ま
す
。
愛
知
県
出

身
で
す
。

大
学
で
は
生
物
学
を
専
攻
し
、
外
来
種
が

在
来
種
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
研
究
し
て

き
ま
し
た
。
も
と
も
と
自
然
環
境
に
関
わ
る

仕
事
に
興
味
が
あ
り
、
そ
の
中
で
森
林
を
守

り
育
て
る
「
林
業
」
に
魅
力
を
感
じ
、
こ
の

度
入
組
い
た
し
ま
し
た
。

大
学
で
の
研
究
を
通
し
て
、
生
態
系
の
バ

ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
、
そ

の
考
え
が
林
業
へ
の
関
心
へ
と
繋
が
り
ま
し

た
。
人
と
の
関
わ
り
合
い
方
に
よ
っ
て
自
然

環
境
は
大
き
く
変
化
す
る
た
め
適
切
に
管
理

し
守
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。

今
後
は
現
場
で
多
く
の
こ
と
を
学
び
な
が

長
野
支
所
　
技
能
職
員

�

柏
　
木
　
航
　
平

４
月
１
日
付
で
技

能
職
員
と
し
て
採
用

と
な
り
ま
し
た
、
柏

木
航
平
と
申
し
ま
す
。 

前
職
は
、
内
装
業
を

し
て
い
ま
し
た
。
一

時
期
は
、
林
業
を
目

指
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
色
々
と

あ
り
諦
め
ま
し
た
。
転
職
を
機
に
も
う
一
度

考
え
て
い
た
と
こ
ろ
ご
縁
が
あ
り
技
能
職
員

と
し
て
働
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
精
一
杯
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

未
経
験
な
の
で
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
事

だ
ら
け
で
は
あ
り
ま
す
が
先
輩
方
の
言
う
こ

と
を
し
っ
か
り
と
聞
い
て
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
で

は
野
球
を
や
っ
て
い
た
の
で
体
を
動
か
す
こ

と
が
好
き
で
す
。
冬
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に

も
行
っ
た
り
し
ま
す
。

何
事
に
も
め
げ
ず
に
安
全
第
一
で
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

北
部
支
所
　
技
能
職
員

�

山
　
本
　
一
　
成

５
月
１
日
付
で
技

能
職
員
と
し
て
採
用

さ
れ
、
北
部
支
所
に

配
属
と
な
り
ま
し
た

山
本
一
成
と
申
し
ま

す
。
私
は
自
然
の
魅

力
に
惹
か
れ
家
族
で

石
川
県
か
ら
信
濃
町
へ
移
住
し
て
き
ま
し

た
。
林
業
は
未
経
験
で
す
が
、
こ
の
美
し
い

景
色
を
次
世
代
へ
と
繋
い
で
い
き
た
い
と
い

う
強
い
想
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
で

き
る
こ
と
を
一
つ
ず
つ
増
や
し
、
日
々
の
業

務
を
通
じ
て
林
業
と
い
う
仕
事
へ
の
理
解
を

深
め
、
自
分
な
り
の
哲
学
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
。
何
よ
り
も
怪
我
な
く
安
全
第
一
で

楽
し
み
な
が
ら
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
目

標
で
す
。

周
囲
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

企
業
と
進
め
る
再
造
林
（
そ 

の 

５
）

𠮷
田
興
産
株
式
会
社
と

「
𠮷
田
の
杜
」
植
樹
祭
を

開
催
し
ま
し
た

２
０
２
６
年
４
月
23
日
㈭
に
、
出
光

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事
業
と
、
ケ
ン

タ
ッ
キ
ー
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
を
中
心
と

す
る
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
展
開
し

て
い
る
𠮷
田
興
産
株
式
会
社
と
長
野
森

林
組
合
は
、
持
続
可
能
な
森
林
資
源
の

育
成
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た

め
、「
𠮷
田
の
杜
」
の
契
約
を
締
結
し

ま
し
た
。

契
約
内
容
は
、
今
後
10
年
間
𠮷
田
興

産
株
式
会
社
が
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で

販
売
す
る
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
製
の
環
境
タ

イ
ヤ
と
ヨ
コ
ハ
マ
タ
イ
ヤ
製
の
環
境
タ

イ
ヤ
の
販
売
1
本
に
つ
き
１
０
０
円
の

寄
付
金
を
い
た
だ
き
、
森
林
造
成
（
再

造
林
）
の
資
金
提
供
を
い
た
だ
く
内
容

で
す
。

現
地
は
信
濃
町
に
あ
る
カ
ラ
マ
ツ
伐

採
後
５
年
間
放
置
さ
れ
荒
廃
し
て
い
た

森
林
で
、
当
組
合
に
て
令
和
７
年
度
ス

マ
ー
ト
林
業
実
践
支
援
事
業
を
活
用

し
、
建
設
機
械
の
自
動
化
支
援
シ
ス
テ

ム
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
注
１
）
を
用

い
た
マ
ル
チ
ャ
ー
（
注
２
）
地
拵
え
を

実
施
し
準
備
し
た
箇
所
で
す
。

当
日
は
、
𠮷
田
興
産
株
式
会
社
様
の

他
、
出
光
興
産
株
式
会
社
様
、
ブ
リ
ヂ

目
録
贈
呈
式
を

行
い
、
北
部
支

所
造
林
班
長
か

ら
植
林
方
法
の

説
明
の
後
、
全

員
で
植
林
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天

に
恵
ま
れ
１
．

７
８
ha
に
カ
ラ

マ
ツ
コ
ン
テ
ナ

苗
２
，
８
５
０

本
を
植
栽
し
ま

し
た
。

近
隣
に
お
住

ま
い
の
方
か
ら

も
「
熊
の
住
処

に
な
っ
て
い
た
場
所
が
明
る
く
な
っ
て

良
か
っ
た
」
と
好
評
で
す
。

植
樹
祭
の
内
容
は
翌
日
の
信
濃
毎
日

新
聞
に
も
記
事
と
し
て
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。長

野
森
林
組
合
は
引
き
続
き
環
境
意

識
の
高
い
各
企
業
様
と
連
携
し
、
再
造

林
を
推
進
す
る
こ
と
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
。注

１
：
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
（3D

 M
achine 

G
uidance

：3D
M
G

）
と
は
、
建

設
機
械
の
位
置
・
姿
勢
・
バ
ケ
ッ
ト

刃
先
等
の
高
さ
な
ど
ア
タ
ッ
チ
メ
ン

ト
の
動
作
を
３
次
元
設
計
デ
ー
タ
と

照
合
し
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
“
ど
こ

を
ど
れ
だ
け
作
業
す
れ
ば
よ
い
か
”

を
画
面
で
正
確
に
判
断
で
き
る
よ
う

支
援
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
能
で
す
。

注
２
：
マ
ル
チ
ャ
ー
は
、
高
速
回
転
す
る

ロ
ー
タ
ー
に
刃
（
ブ
レ
ー
ド
／
ハ
ン

マ
ー
）
を
備
え
、
草
や
木
を
細
か
く

粉
砕
す
る
装
置
で
す
。

「𠮷田の杜」看板

植林する参加者と指導する組合職員

参加者全員で

寄付金目録贈呈式
左から北川社長と寺澤組合長

植林作業中

ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
長
野
販
売
様
、
ヨ
コ
ハ

マ
タ
イ
ヤ
ジ
ャ
パ
ン
様
の
代
表
の
方
に

も
参
加
い
た
だ
き
、
森
林
組
合
の
職
員

と
共
に
植
樹
祭
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
に
、
𠮷
田
興
産
株
式
会
社 

代

表
取
締
役
社
長 

北
川
正
一
様
よ
り
当

組
合
の
寺
澤
泰
昭
組
合
長
へ
寄
付
金
の
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新
人
職
員
の
紹
介

森
林
づ
く
り
推
進
課
　
一
般
職
員

�

高
　
野
　
彩
　
良

４
月
１
日
付
で
採

用
と
な
り
、
森
林
づ

く
り
推
進
課
に
配
属

と
な
り
ま
し
た
高
野

彩
良
と
申
し
ま
す
。

長
野
で
山
に
囲
ま
れ

て
育
ち
、
身
近
に
感

じ
て
い
た
自
然
に
関
わ
る
仕
事
に
携
わ
り
た

い
と
思
い
林
業
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
林

業
に
関
す
る
専
門
知
識
が
な
い
た
め
、
い
ち

か
ら
の
勉
強
と
な
り
ま
す
が
、
早
く
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
精
進
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

長
野
支
所
　
一
般
職
員

�

髙
　
山
　
和
　
花

４
月
１
日
付
で
採

用
と
な
り
、
長
野
支

所
へ
配
属
と
な
り
ま

し
た
髙
山
和
花
と
申

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

農
業
を
中
心
に
学
び
、

自
然
と
向
き
合
う
中

で
、
環
境
を
守
り
な
が
ら
資
源
を
生
か
す
大

切
さ
を
実
感
し
て
き
ま
し
た
。

森
林
は
地
域
の
暮
ら
し
や
産
業
を
支
え
る

重
要
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
維
持
や
管
理
に

携
わ
れ
る
こ
と
に
大
き
な
期
待
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。
ま
だ
知
識
や
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
一
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
、
周
囲
の

方
か
ら
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

安
全
を
第
一
に
、
責
任
感
を
持
っ
て
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

須
高
支
所
　
一
般
職
員

�

立
　
岡
　
陽
　
大

４
月
１
日
付
で
採

用
と
な
り
、
須
高
支

所
に
配
属
と
な
り
ま

し
た
、
タ
ツ
オ
カ
ヒ

ナ
タ
と
申
し
ま
す
。

タ
チ
オ
カ
、
タ
テ
オ

カ
と
も
読
め
ま
す

が
、
タ
ツ
オ
カ
と
読
み
ま
す
の
で
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

大
学
時
代
は
植
物
病
理
学
を
学
び
、
ナ
ラ

枯
れ
に
つ
い
て
の
研
究
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
入
学
当
初
は
農
業
に
興
味
が
あ
り
ま
し

た
が
、
研
究
室
に
配
属
後
森
林
に
つ
い
て
関

心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
地
元
で
あ
る
長
野
の
自
然
豊
か
な
風

景
が
好
き
で
、
自
分
も
森
林
に
関
わ
る
仕
事

が
し
た
い
と
考
え
、
就
職
活
動
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
長
野
森
林
組
合
に
ご

縁
を
い
た
だ
き
入
組
い
た
し
ま
し
た
。

知
識
不
足
な
面
も
あ
り
多
く
の
ご
指
導
を

受
け
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

更
埴
支
所
　
一
般
職
員

�

小
　
松
　
恵
　
大

４
月
１
日
付
で
採

用
と
な
り
、
更
埴
支

所
に
配
属
さ
れ
ま
し

た
小
松
恵
大
（
こ
ま

つ　

け
い
た
）
と
申

し
ま
す
。
愛
知
県
出

身
で
す
。

大
学
で
は
生
物
学
を
専
攻
し
、
外
来
種
が

在
来
種
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
研
究
し
て

き
ま
し
た
。
も
と
も
と
自
然
環
境
に
関
わ
る

仕
事
に
興
味
が
あ
り
、
そ
の
中
で
森
林
を
守

り
育
て
る
「
林
業
」
に
魅
力
を
感
じ
、
こ
の

度
入
組
い
た
し
ま
し
た
。

大
学
で
の
研
究
を
通
し
て
、
生
態
系
の
バ

ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
、
そ

の
考
え
が
林
業
へ
の
関
心
へ
と
繋
が
り
ま
し

た
。
人
と
の
関
わ
り
合
い
方
に
よ
っ
て
自
然

環
境
は
大
き
く
変
化
す
る
た
め
適
切
に
管
理

し
守
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。

今
後
は
現
場
で
多
く
の
こ
と
を
学
び
な
が

ら
、
一
つ
一
つ
の
業
務
に
真
摯
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
、
未
熟
な
部
分
が
多
く
あ
る
と
思
い

ま
す
が
１
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
、
組
合

に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
精
一
杯
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

北
部
支
所
　
一
般
職
員

�

内
　
田
　
朋
　
絋

４
月
１
日
付
で
採

用
と
な
り
、
北
部
支

所
に
配
属
と
な
り
ま

し
た
内
田
朋
紘
と
申

し
ま
す
。

林
大
を
卒
業
後
、

東
北
森
林
管
理
局
管

内
に
て
林
業
関
連
の
事
務
を
６
年
ほ
ど
し
て

お
り
ま
し
た
。
地
元
で
あ
る
長
野
県
へ
戻
る

に
あ
た
っ
て
長
野
森
林
組
合
様
に
採
用
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
林
業
と
い
う
業
界
で
す
が
、
事

務
の
内
容
は
全
く
異
な
る
た
め
、
初
心
に
戻

り
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
と
こ
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

北
部
支
所
　
技
能
職
員

�

城
　
間
　
壱
　
紗

令
和
７
年
11
月
１

日
付
け
で
技
能
職
員

と
し
て
北
部
支
所
に

配
属
と
な
り
ま
し
た

城
間
壱
紗
と
申
し
ま

す
。長

野
県
に
は
志
賀

高
原
で
ガ
イ
ド
と
し
て
働
く
為
、
移
住
し
ま

し
た
。
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
取

得
の
為
に
林
業
に
つ
い
て
学
ん
で
い
く
う
ち

に
森
林
の
役
割
や
森
林
を
守
る
林
業
の
大
切

さ
を
知
り
、
自
分
も
そ
れ
を
担
う
一
員
に
な

り
た
い
と
思
い
林
業
を
仕
事
に
す
る
事
を
決

め
ま
し
た
。

現
在
は
山
ノ
内
町
に
山
小
屋
を
購
入
し
、

ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆
様
こ
れ
か

ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

長
野
支
所
　
技
能
職
員

�

柏
　
木
　
航
　
平

４
月
１
日
付
で
技

能
職
員
と
し
て
採
用

と
な
り
ま
し
た
、
柏

木
航
平
と
申
し
ま
す
。 

前
職
は
、
内
装
業
を

し
て
い
ま
し
た
。
一

時
期
は
、
林
業
を
目

指
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
色
々
と

あ
り
諦
め
ま
し
た
。
転
職
を
機
に
も
う
一
度

考
え
て
い
た
と
こ
ろ
ご
縁
が
あ
り
技
能
職
員

と
し
て
働
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
精
一
杯
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

未
経
験
な
の
で
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
事

だ
ら
け
で
は
あ
り
ま
す
が
先
輩
方
の
言
う
こ

と
を
し
っ
か
り
と
聞
い
て
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
で

は
野
球
を
や
っ
て
い
た
の
で
体
を
動
か
す
こ

と
が
好
き
で
す
。
冬
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に

も
行
っ
た
り
し
ま
す
。

何
事
に
も
め
げ
ず
に
安
全
第
一
で
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

北
部
支
所
　
技
能
職
員

�

山
　
本
　
一
　
成

５
月
１
日
付
で
技

能
職
員
と
し
て
採
用

さ
れ
、
北
部
支
所
に

配
属
と
な
り
ま
し
た

山
本
一
成
と
申
し
ま

す
。
私
は
自
然
の
魅

力
に
惹
か
れ
家
族
で

石
川
県
か
ら
信
濃
町
へ
移
住
し
て
き
ま
し

た
。
林
業
は
未
経
験
で
す
が
、
こ
の
美
し
い

景
色
を
次
世
代
へ
と
繋
い
で
い
き
た
い
と
い

う
強
い
想
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
で

き
る
こ
と
を
一
つ
ず
つ
増
や
し
、
日
々
の
業

務
を
通
じ
て
林
業
と
い
う
仕
事
へ
の
理
解
を

深
め
、
自
分
な
り
の
哲
学
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
。
何
よ
り
も
怪
我
な
く
安
全
第
一
で

楽
し
み
な
が
ら
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
目

標
で
す
。

周
囲
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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西山連絡所／〒381-2405 長野市信州新町新町214番地 1
　　　　　TEL 026-262-2266　FAX 026-262-3281
鬼無里連絡所／〒381-4301 長野市鬼無里2552番地
　　　TEL 026-256-2233　FAX 026-256-2234

8

人
　
事
　
異
　
動

◆
退
職　
令
和
７
年
10
月
31
日
付

　
〇
技
能
職
員
　

　
　
・
須
高
支
所

牧
　
　
心
太

◆
異
動　
令
和
７
年
12
月
１
日
付

　
〇
技
能
職
員

　
　
・
長
野
支
所

中
川
　
卓
真

（
北
部
支
所
）

◆
退
職　
令
和
８
年
１
月
31
日
付

　
〇
技
能
職
員
　

　
　
・
長
野
支
所

三
井
　
達
成

　
　
・
北
部
支
所

原
山
　
俊
和

◆
退
職　
令
和
８
年
３
月
31
日
付

　
〇
嘱
託
職
員

　
　
・
西
山
事
業
所

吉
岡
　
美
紀

　
〇
技
能
職
員

　
　
・
西
山
事
業
所

丸
山
　
雄
二

　
　
・
長
野
支
所

中
川
　
卓
真

◆
採
用　
令
和
８
年
４
月
１
日
付

　
〇
一
般
職
員

　
　
・
森
林
づ
く
り
推
進
課
技
師

高
野
　
彩
良

　
　
・
長
野
支
所
技
師

髙
山
　
和
花

　
　
・
須
高
支
所
技
師

立
岡
　
陽
大

　
　
・
更
埴
支
所
技
師

小
松
　
恵
大

　
　
・
北
部
支
所
技
師

内
田
　
朋
紘

　
〇
技
能
職
員

　
　
・
長
野
支
所

柏
木
　
航
平

◆
異
動　
令
和
８
年
４
月
１
日
付

　
・
業
務
課
長
兼
営
業
企
画
課
長
補
佐

　
　
　
黒
岩
　
純
一

（
営
業
企
画
課
長
補
佐
兼
西
山
事
業
所
長
）

　
・
須
高
支
所
長

　
　
　
寺
島
　
大
紀

（
須
高
支
所
長
（
森
林
づ
く
り
推

進
課
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
））

　
・
北
部
支
所
長

　
　
　
伊
東
　
大
介

（
北
部
支
所
長
（
森
林
づ
く
り
推

進
課
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
））

　
・
業
務
課
長
補
佐

　
　
　
酒
井
　
洋
登

（
西
山
事
業
所
技
師
）

　
・
総
務
課
技
師

　
　
　
倉
石
　
　
梓（更

埴
支
所
技
師
）

　
・
須
高
支
所
兼
業
務
課
技
師

　
　
　
原
　
翔
一
朗（須

高
支
所
技
師
）

　
・
須
高
支
所
技
師

（
森
林
づ
く
り
推
進
課
森
林
施
業

プ
ラ
ン
ナ
ー
）

　
　
　
佐
々
木
　
道
誉

（
須
高
支
所
技
師
）

　
・
北
部
支
所
技
師

（
森
林
づ
く
り
推
進
課
事
業
エ
リ

ア
推
進
担
当
）

　
　
　
石
井
　
奏
之
祐

（
北
部
支
所
技
師
）

◆
採
用　
令
和
８
年
５
月
１
日
付

　
〇
技
能
職
員

　
　
・
北
部
支
所

山
本
　
一
成

編
集
後
記

◇
３
月
の
総
代
会
で
は
、
書
面
議
決

が
１
１
１
名
と
多
く
を
占
め
ま
し
た

が
、
本
人
出
席
も
62
名
出
席
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
来
賓
も
20
名
の

方
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。
昨
年

よ
り
も
多
く
の
総
代
さ
ん
に
出
席
し

て
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ

と
で
、
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
新
年
度
に
な
り
組
織
体

制
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
組

合
員
の
皆
様
方
の
た
め
に
役
職
員
一

同
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

木 材 市 況

カキの良質材、クリの大径材に札が
集中し引き合いが活発でした。これか
らは梅雨時期に入りますので、材の劣
化が早まります。伐採後は早めの出材
をお願いします。造材をするにあたっ
ては長級にも注意しながら極力、欠点
（曲り、節、腐れ、二又など）を除く
丁寧な造材をお願いします。伐採出材
予定のある方は御一報頂きたくお願い
いたします。

第1152回　令和８年５月13日　長野県森林組合連合会　北信木材センター
樹　種 長さ�（ｍ）末口�（㎝）� 平均値～高値�（円/㎥）� 平均石値�（円） 備　考

ス ギ

3.0 18～22 12,000 ～ 14,000 3,339 需要あり
24上 12,000 ～ 15,000 3,339 需要あり

4.0

9～13 9,000 ～ 11,000 2,504 需要あり
14～20 11,000 ～ 14,000 3,060 需要あり
22～28 13,000 ～ 15,000 3,617 需要あり
30上 14,000 ～ 18,000 3,895 需要あり

カラマツ 4.0
6～13 10,000 ～ 13,000 2,782 需要あり
14～18 11,000 ～ 18,000 3,060 需要あり
20上 20,000 ～ 23,000 6,399 需要あり

カ キ 2.0� 38 ～ 148,000 41,182 需要あり
ク ル ミ 2.0� 42 ～ 150,000 41,739 需要あり
ク リ 3.0� 52 ～ 88,000 24,486 需要あり
キ ハ ダ 3.6� 46 ～ 43,000 11,965 需要あり
カ ツ ラ 4.0� 48 ～ 41,000 11,408 需要あり

（１石：0.27826㎥）

森林組合からのお知らせ
⃝組合員の届出事項や組合員資格要件に変更

が生じた場合、定款の定めるところにより
300日以内に書面にて届け出ていただくこと
となっております。下記のような変更があっ
た場合には、必要な書類がありますので、
最寄りの支所等にご連絡いただき、お手数
ですが手続きをお願いします。
１　住所、名称、氏名などの変更をされた方
２　組合員の方が亡くなられ、相続により組
合員となる方

３　山林を売却し権利が別の名義人に移って
いる方
４　山林を売却したり購入して所有面積が変
更になっている方

⃝３月に開催された通常総代会で令和８年度
賦課金の納入期限が８月25日と決定されま
したので、よろしくお願いします。


